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関西大学創立百周年，商学部・
商学会記念事業の記録
—新しい歴史の創造にむけて一一
本年は，わが関西大学が明治19(1886)年に創立されて以来， 100周年を
迎える記念すべき年であり，去る11月2日大阪城ホールで盛大に記念式典が
挙行された。本年はまた，商学部の前身である商業学科が商都大阪の要請に
応えて明治39(1906)年に本学に開設されて80周年，さらに商学会が昭和31
(1956)年に設立されて丁度30周年を迎える年でもある。
この記念すべき年にあたり，わが商学部と商学会は共同してこれを祝い，
今後のさらなる発展を願って，独自の記念事業を企画し実施した（後掲の
学会消息を参照）。本学は100周年記念事業として，教育と研究の充実•発展
のため多くの企画を立案し実施しつつあるが，こと学術的な講演会等の事業
としては，全学的レペルの記念講演会が1回，学部レベルでは法学部で講演
会が2回開催されたという状況のなかで，わが商学部の4回に及ぶシンボジ
ウム (2回）と講演会 (2回）の開催は学内外の期待と注目を集めるに充分
なものがあった，といえよう。
本学はいま，第2世紀を迎える一大転期にあり，わが国高等教育と研究の
中心部分を担う私立大学の雄として，その歴史的・社会的責任は重い。わが
商学部は，そのなかで長い歴史と伝統を継承しつつ，激動する世界のなかの
日本の，厳しい状況をふまえて変革していくべき情勢下に立っている。実
際商学部は，今秋初めて第1部で推薦入学を実施し，第2部の2講時90分
制への移行と関連して大幅な改革（社会人入試の検討など）を進めつつあ
り，さらに改革検討委員会を設置して第1部のあり方を検討しつつある。こ
うした現状変革の気運と活力が背景にあって，商学部は独自の記念事業を成
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功裏に遂行しえたのである。
ここに，独自の記念事業の成功にご尽カ・ご協力いただいた多くの方々に
深甚の謝意を表すると共に，後年のため，その経過を簡単に記しておきた
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記念事業は創立100周年・商学会設立30周年を記念して，約1年前から準
備を始めた。昨年11月13日，商学部教授会は，この記念事業の推進とそのた
めの「関西大学創立100周年・商学部記念事業実行委員会」の設置を承謡し
た。実行委員会のメンバー（敬称略）は当初，学部執行部から学部長の保田
芳昭，学部長代理の松尾幸正，学生主任の井上昭ー・岩佐代市，学部学生相
談室主事の松谷勉•坂井昭夫の 6 名，商学会から代表委員の生田靖，委員の
岡部孝好・横田茂・陶山計介および商学会30周年記念事業特別委員として高
堂俊禰・羽原敬二の 6名，計12名でスタートした。のちに役職等の変更のた
め， 4月に陶山に代って三谷真，新たに加藤義忠が加わり， 10月に学部長に
就任した生田に代って東海林滋，学部長代理となった岡部に代って明神信
夫，学生主任として前記加藤と共に永沼博道が加わった。
商学部執行部と商学会との合同会議が昨年11月12日開かれ，基本方針を定
め，教授会の承認を得たあと，正式の実行委員会は5回 (1月15日， 2月11
日， 3月8日， 4月4日， 9月17日）開催された。この間，シンボジウムの
プロジェクト・チーム（「情報化」では中辻卯ー，三上宏美， 岡部，田中茂
和，広田俊郎，「国際化」では吉信粛，木田和雄，坂井，横田，岩佐が参加
協力）がつくられ，人選等を検討した。講演会の講師選定では難航していた
佐治敬三氏について，とくに朝日新聞の萩尾千里氏（昭和35年商学部卒，第
2部の講演会講師）にお世話になった。
準備作業では，とくに夏休み中，レジュメ集・「シンボジウム 変りゆく日
本—21世紀への旅」 (A4 判24頁， 1,000部）やボスクー (100部）の作成，
「関西大学通信」「関大」紙上のPR,近畿地方の大学，経営学会・会計学会
•OA学会およぴ国際経済学会の関西在住会員への案内状の発送などが，商
学会側で精力的に行なわれた。また商学部事務室の種々にわたる協力があっ
210(952) 第 31巻第 6 号
た。
シンボジウムと講演会はいずれも何らの混乱もなく開かれ，成功裏に終っ
た。シンポジウムに先立つ講師の先生方との昼食会には大西昭男学長が同席
され，謝意の表明があった。シンポジウムのあとは，経商研究棟4Aでささ
やかな懸親パーティを開いた。シンボジウムと第1部の講演会の会場は今年
4月新築の新経商ゼミ棟41教室で， いずれも 400名前後の聴衆（学外から
30~60名）を集め，その全容はビデオに収録している。第1部の講演題は当
初の「わたしの経営感」から「エトバス・ノイエス」に変更され，スライド
映写が行なわれた。第2部の講演会は天六学舎204教室で行なわれ，これま
た満員の盛況であった。記念事業の財政面は主に関西大学創立100周年記念
実行委員会から援助を受けた。当初の企画通り，シンボジウムの全容は記念
のため本号に掲載した。
最後になったが，改めて講師，パネリスト，コーディネークーの諸先生を
はじめ，ご協力賜っ↑；各位に対し，心から厚く御礼申し上げる次第である。
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